
●今回出水における最大値
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（※本発表は速報のため、数値は今後変更となる場合があります。）
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北陸地方整備局
羽越河川国道事務所

配布資料

平成23年8月1日

７月２７日から降り続いていた雨は、特に７月２９日７時から９時にかけて流域全
体に時間雨量２０ｍｍ／ｈを超える強い雨が降りました。この降雨による出水によ
り横川ダムでは今年に入って４回目の防災操作を実施しました。（横川ダムでは、
完成後第一位の流入量を記録しました。今年に入り第一位の更新は３回目）

横川ダムの最大流入量は、７月２９日１０時１０分に約２９６m3/sに達しましたが、

防災操作により、一時的にダム湖に約２５４m3/sを貯めて、下流河川の急激な増
水を緩和し、小国水位観測所（横川）の最高水位を約６１ｃｍ低下させることが出
来たと推測されます。また、約６１ｃｍ分の低下がなければ、「はん濫注意水位」付
近までの水位上昇があったと推測されます。

今回の洪水中ダム湖に貯めた水量は約１８２万m3で、東京ドーム（約１２４万m3）
１．５個分に相当します。
この水量の一部は水力発電のエネルギーとして有効利用されています。

取扱い 配布をもって解禁

問い合わせ先

平成２３年７月２９日 横川ダム防災操作速報（今年４回目）

最大値 発生時刻

国土交通省北陸地方整備局

横川ダム管理支所

支所長 田邉 雄司
ＴＥＬ０２３８（６５）２３６３（代）

小国水位観測所(横川)での水位低下効果

Ⓐ：横川ダムがなかった場合の想定水位

Ⓑ：横川ダムの防災操作による実績最高水位

２．１４ｍ

防災操作中（洪水を少なくして放流）

Ⓑ

はん濫注意水位２．７９ｍ

約６１cm水位低下

２．７５ｍ

２．１４ｍⒷ

Ⓐ



別紙

○降雨の概要

○出水の概要

○横川ダム防災操作の効果

0

10

20

30

40

50

時
間

雨
量

(m
m
)

0

20

40

60

80

100

累
加

雨
量

(m
m
)

流域平均時間雨量

流域平均累加雨量

0

50

100

150

200

250

300

350

0
:0
0

3
:0
0

6
:0
0

9
:0
0

1
2
:0
0

1
5
:0
0

1
8
:0
0

2
1
:0
0

0
:0
0

流
量

（
m

3
/
s）

230

240

250

貯
水

位
（
E
L
m
）

流入量

放流量

貯水位

平成２３年７月２９日 出水の概要と 横川ダム防災操作の効果

７月２７日から降り続いていた雨は、７月２９日７時から９時にかけて、流域全体に時間
雨量２０ｍｍを超える強い雨が降り、２９日の降り始めから流域平均雨量で７０ｍｍを超
える降雨となりました。

横川ダムへの流入量は、２９日９時３０分に横川ダムの洪水量150m
3
/sを超え、２９日

１０時１０分には最大流入量約２９６m
3
/sを記録した。

横川ダムでは最大流入量約２９６m
3
/sの内、一時的に約２５４m

3
/sをダム湖に貯め込

み下流河川の急激な増水を緩和し、小国水位観測所（横川）の最高水位を約６１cm低
下させることが出来たと推測されます。

ダムに流れ込む水量をダム湖に貯め込み貯水位が上昇

ダムに流れ込んだ

最大水量約２９６m3/s

ダム湖に貯めた

最大水量約２５４m3/s

ダム湖に貯め込んだ水量部分
（東京ドーム１．５個分に相当）
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